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記紀神話における二神創世の形態
厳 紹 璗

〈編集委員会付記〉
厳 紹 璗 先 生 （北京大学教授） は、東アジアにおける 
文 学 •文 化 の 関 係 を 専 門 と さ れ る 。本 論 文 は 、 
19 8 9 年 、本学に客員教授とし て 来 学 さ れ た と き の  
講 演 に 基 づ く 。未 発 表 で あ っ た も の を 、このたび先 
生 か ら 掲 載 の 許 可 と と も に 日 本 語 原 稿 を 送 っ て い  
ただい た 。先生のご厚意に 感 謝 し ま す 。

神 話 と い う と 、とても神秘的な感じがするでしょう。確 か に 、神話とい 
うのは、人 類 の 初 め の 文 学 芸 術 の 一 つ と し て 、人 類 文 化の最初の光と言 
えます。一 般 的 に い っ て 、ある民族における文化の特徴は、しばしばその 
民族の神話の源に求められます。だから、神 話 は 、独特な魅力で研究者を 
強く引きつけるのです。

日 本 の 「記 紀 神 話 」は、一 方 で 、日本民族における豊かな美意識を表し 
な が ら 、一 方 で 、世 界 文 化 と 互 い に つ な が る 融 合 的 な 特 徴 を 表 し て い る  
と思います。ある意味では、記紀神話というのは、日本文化を知る出発点 
だろうと言えるかもしれません。

日本神話の研 究 に つ い て は 、日本の先生たちの業績がもうたくさんあ 
ります。ここでは、ただ、中 国 人 の学者の立場から、私なりの考えを話し 
ます。

こ こ で は 、私 な り の 考 え を 明 ら か に す る た め 、全部の内容を七つの問 
題に分けて話しておきたいと思います。

第一の 問 題 は 、創世神話の類型についてです。
こ こ で い っ た 「創世神話」とは、つ ま り 日 本 古 代 史 で の 「国生み神話」と 

い う 意 味 に な る で し ょ う 。一 般 的 に 言 っ て 、神話 の 発 展 段 階 か ら 考 察 す  
れ ば 、世 界 に お け る 創 世 神 話 は 、大 き く 二 つ の 段 階 に 分 け る こ と が 出 来  
ると思われます。
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そ れ は 、「独神」（ひとりかみ）、つまり独身の神の神話と「配偶者を持つ 
神 」の神話 で す 。い わ ゆ る 「独 神 の 神 話 」ですが、これは、世 界 の 万 物 は 一 
人 の 神 に よ っ て 作 ら れ た と い う こ と で 、もっとも原始的な神話だと言う 
ことができます。たとえば、ギリシャの神話にはP rom e theus  (プロメテ 
ウス）神 話 、エジプトの神話には蓮の花の神話、つまりLa  (ラ ー ）という神 
の神話、中国の$神 話 に は 盤 古（B如 g fi)の神話や 女 媧（N iiw 幻 神 話 、日本の 
神話には迦具土の神の神話やイザナキの「禊ぎ祓ひ」の神話などがありま 
す 。

これらの神話は、皆 、独神の神話と言うことができます。こうしたそれ 
ぞ れ の 神 話 は 、世界の創世という形態を取っておりますが、いずれも、一 
人 の 神 の そ れ 自 身 の 活 動 、あるいは、自身の分裂、もしくは、分身という 
形 を 取 っており、s e x (セ ッ ク ス ）の活動といったようなp ro c e s s (プロセ 
ス）を 見 る こ と は で き ま せ ん 。これが、独 神 の 神 話 の 特 徴 で 、神話形態の 
もっとも古い形態です。

次 は 、創 世 の 神話における第二の創世の形態です。つ ま り 「配偶者をも 
つ 神 」の神 話 で す 。略 称 で 「配 偶 者 の 神 話 」と言います。これは、世界の万 
物 の 創 世 は 、す べ て 、男女のセックスによって、生まれて来るという形態 
で す 。このことは、人類の意識が大きく進歩したことを示しています。こ 
こに至っての「性の営み」は、すでに、「生殖」であるということを、人類が 
意 識 し た こ と を 意 味 し て い ま す 。つ ま り 「生殖」イ コ ー ル 「創 造 」という意 
味 を 理 解 し て い た と 言 う こ と が で き ま す 。ところが、「生 殖 」に対する人 
類 の 認 識 に は 、非 常 に 長 い 時 間 が 掛 か っ て お り ま す 。で す か ら 、「配偶者 
の神話」には異なった内容があります。一般的に言って、「配偶者 の 神 話 」 
と い う も の も 、そ の 内 容 に つ い て は 、さらに二つの形に分けることが出 
来ます。

まず、第一の形ですが、ここでは、神話の中に現われて来る男神と女神 
は、親 と そ の 子 と も 、つまり母 親 と そ の 息 子 、ある い は 、父親とその娘で 
す 。た と え ば 、ギリシャの神話には、E rebus  (エ レ プ ス ）の神話がありま 
す。

E re b u s  (エ レ プ ス ）は、父 親 のChoas (チ ャ ス ）を 追 い 出 し て 、母親を 
取 っ て 妻 に し ま し た 。そ の 結 果 、母 親 は 、一 個 の 卵 を 生 む わ け で す が 、そ
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の卵が成長してE ro s (エ ロ ス ）という神になります。この神話が示す内容 
は、人類に雑婚の時代があったということです。

第 二 の 形 で す が 、ここでは、神 話 の 中 に現われる男神と女神は、兄弟姉 
妹 で す 。一 般 的 に 言 っ て 、兄 が 妹 を め と っ て 、兄 妹 が 夫 婦 に な り ま す 。神 
話 に あ る こ う い う 内 容 は 、ちょうど人類における血族群婚制を示してい 
ま す 。東 ア ジ ア に 現 在 も 残 さ れ て い る 創 世 神 話 の 中 に は 、ギリシャの 
E rebu s  (エ レ プ ス ）のような神話は、ほとんどありません。まだ、血族群 
婿 の 神 話 が 比 較 的 に 多 く あ り ま す 。中国とか、日本とか、朝 鮮 と か 、いず 
れ も 同 じ で す 。日 本 に お け る 創 世 神 話 は 、典 型 的 な 兄 妹 の 間 に よ る 結 婚  
の 神 話 で あ り ま す 。この神話は、二人の神が、この大地に現われることか 
ら 始 ま り ま す 。そ の 二 人 の 神 様 は 、天つ神の第七世のイザナキの命とイ 
ザ ナ ミ の 命 で す が 、彼 ら は 、も と は 、無 性 の 神 で す が 、大 地 に 降 り て か  
ら、「性 」を持って神様になります。そ し て 、一 人 の 神 様 は 兄 に な っ て 、も 
う一人の神様は妹になります。

第二の 問 題 は 、二神の創世神話のあらすじについてです。
この二神 創 世 の 神 話 は 、『古 事 記 』『日本書紀』両 書 に 見 ら れ ま す 。二つ 

の 文 献 の 成 立 に は 異 同 が あ る も の の 、ともに二神創世の話を日本創造の 
最初として い ま す 。『古事記』上巻の文は、つぎのとおりです。

「（イ ザ ナ キ と イ ザ ナ ミ は ）其 の 島 （淤 能 碁 呂 島 ）に 天 降 り 坐 し て 、天 
の 御 柱 を 見 立 て 、八 尋 殿 を 見 立 て た ま ひ き 。是に其の 妹 イ ザ ナ ミ 命  
に問曰ひたまはく、『汝が身は如何か成れる』ととひたまへば、『吾が 
身 は 、成り成りて成り合はざる処一処あり』と答白へたまひき。爾に 
イ ザ ナ キ 命 詔 り た ま は く 、『我 が 身 は 、成り成り て 成 り 余 れ る 処 一 処  
あり。故 、此の吾が身の成り余れる処を以ちて、汝が身の成り合はざ 
る処 に 刺 し 塞 ぎ て 、国土を生み成さむと以為ふ。生むこ と 奈 何 』との 
りたまへば、イザナミ命、『然善けむ』と答曰へたまひき。爾にイザナ 
キ命詔りたまひしく、『然らば吾と汝と是の天の御柱を行き廻り逢ひ 
て 、美 斗 能 麻 具 波 比 （ミ ト ノ マ グ ハ ヒ ）為 む （つ ま り セ ッ ク ス を す  
る）』とのりたまひき。
如 此 期 り て 、乃ち、『汝は右より廻り逢へ、我は左より廻り逢はむ』と
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詔りたまひ、約り竟へて廻る時、イザナミ命、先 に 『阿那邇夜志愛、袁 
登 古 袁 （アナニヤシエ、オ ト コ ヲ ！）』と言い、後 に イ ザ ナ キ 命 、『阿那 
邇夜志愛、袁 登 売 袁 （アナニヤシエ、オ ト メ ヲ ！）』と言ひ、各言ひ竟へ 
し後、其 の 妹 に 告 曰 げ た ま ひ し く 、『女 人 先 に 言 へ る は 良 か ら ず 』と 
つげたまひき。然れども久 美 度 邇 （クミドニ）興 し て （つまりセックス 
を始めて）生める子は、姪子。此の子は葦船に入れて流し去てき…… 
是 に 二 柱 の 神 、議 り て 云 ひ け ら く 、『今 吾 が 生 め る 子 良 か ら ず 。猶天 
つ神の 御 所 に 白 す べ し 』といひて、即ち 共 に 参 上 り て 、天つ神の命を 
請 ひ き 。爾 に 天 つ 神 の 命 を 以 ち て 、布 斗 麻 邇 爾 （フ ト マ ニ ニ ）卜相ひ 
て 、詔 り た ま ひ し く 、『女 先 に 言 へ る に 因 り て 良 か ら ず 。亦還り降り 
て改め言へ』とのりたまひき。故 爾 に 返り降りて、更に其の天の御柱 
を 先 の 如 く 往 き 廻 り き 。是 に イ ザ ナ キ 命 、先 に 『阿 那 邇 夜 志 愛、袁登 
売 袁 』と言ひ、後 に 妹 イ ザ ナ ミ 命 、『阿 那 邇 夜 志 愛 袁 登 古 袁 』と言ひ 
き。如 此 言 ひ 竟 へ て 御 合 し て 、生める子は、淡 道 之 穂 之 狭 別 島 。次に 
伊 豫 之 二 名 島 を 生 み き 。…… （あ わ せ て 八 島 を 生 み ）故 、此の八島を 
先に生めるに因りて、大八島国と謂ふ。」

( 『日本古典文学大系第一 • 古事記』、岩波書店刊、昭和四十六年版）

これは、大変生彩あふれる神話だと思います。この神話には、活発で緊 
張感あふれる雰囲気がみちています。これは、情 熱 的 で 、直接に訴える古 
代 神 話 の 特 徴 を 表 し て い ま す 。古代日本文化のもっている美意識の最初 
を表しています。私 は 、か っ て 、日本の大学で、この神話を教えたことが 
あります。大学生は、厳かで、趣がある、美しいものとして二神の「創世の 
形 態 」を評価しました。しかし、同様な神話を幾つかの中国の作家たちに 
話したこと が あ り ま す が 、彼 ら は 、こういう表現の形態が、想像もできま 
せん で し た 。不思議ですが、理解もできないということです。聞いた神話 
は同じでも、それぞれの感銘は異なりました。これは、日本人と中国人の 
間 に 美 意 識 の 違 い が あ る か ら で し よ う 。実 際 、このような美意識から現 
われているものは、ある重要的な観念です。これは、「性 の 意 識 」について 
の観念です。

で は 、ひ き つ づ い て 、第三 の 問 題 を お 話 し し ま す 。第 三 の 問 題 は 、二神

[ 4 ]



『中国言語文化研究』第 7 号

の 創 世 神 話 に お け る 「性 の 意 識 」についてです。この神話の中に現われて 
くる「性 の 意 識 」は、大いに注目されています。これは、古代日本民族にと 
って、「性の意識」の目覚めの最初と言うことができます。

「性 」は、人類の生命の起源であります。また、人類の生命の自然の本質 
で も あ り ま す 。人 類 が 万 物 を 認 識 し て い っ た 過 程 は 、一 般 的 に 言 っ て 、 
「性 」の認識、つ ま り 「性」への感覚の認識から始まっております。そして、 
人 類 の 「美 意 識 」と呼ばれる認識も、この「性」への認識から始まっていく 
と言えます。C h ris to  (キ リ ス ト ）教の立場から言って、「性 」というのは、 
至 高 の 「主 」、唯一無二である神、つまりG o d に共通する人類の属性です。 
「聖書」で暗示していますように、『旧約全書』の『創世紀』の作者は、神 、つ 
まりG o d に共通する人類の属性、つまり人類に生殖力があり、人類自身、 
自 分 の 力 で 、人類を創造することができるものと見抜いていたようであ 
ります。

記 紀 神 話 に お け る 二 神 の 創 世 の 神 話 の 中 に 現 わ れ て く る 最 初 の 「性の 
意 識 」は、「性の営み」、つ ま り 「s e x 」イコール「創 造 力 」を際立った特徴と 
しています。

男 神 の イ ザ ナ キ は 、「吾が身の 成 り 余 れ る 処 を 以 ち て 、汝が身の成り合 
は ざ る 処 に 刺 し 塞 ぎ て 、国 土 を 生 み 成 さ む と 以 為 ふ 」と言っているよう 
に、た し か に 、男神は 女 神 にs e x を求めました。しかし、この要求も目的 
は、通 常 の 人 間 の 性 欲 で は な く て 、万 物 の 創 造 に あ り ま す 。この意義で 
は、日本神話の中に表われて来る最初の「性の意識」は、『旧約全書』の『創 
世 紀 』の 観 念 と 、ほと ん ど 一 致 し て い る と い え ま す 。これは、世界文化と 
の共通性をもつ日本文化の最初の特徴を示しているのではないでしょう 

か。
で は 、神 話 に お け る こ の よ う な 「性 の 意 識 」、つ ま り 「最 初 の 創 造 の 意  

識 」は、い か に 実 現 さ れ た の で し ょ う か 。これは、二神の創世の形態と関 
わらなければならないと思います。そ こ で 、ひきつづいて、第四の問題を 
お話しします。

第 四 の 問 題 は 、二 神 の 創 世 の 形 態 に お け る 「三 要 素 」に つ い て で す 。二 
神がs e x によって、国土を創造する時には、それなりの順序、p ro ce ss (プ 
ロセス）というものがあります。い わ ゆ る 「創世の形態」とは、つまり二神
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の 「国土の 創 造 」の 順 序 、p ro c e s s という意味です。イザナキとイザナミ 
の 「国土 創 造 」のp ro c e s s は、三 つ の 部 分 で 構 成 さ れ る と 思 い ま す 。私は 
これらを「二神創世の三要素」と呼びます。次に、それらを少々説明しよう 
と思います。

A は、二神創世の第一の要素についてです。
二 神 が 大 地 に 降 臨 す る と 、「天 の 御 柱 を 見 立 て 」と ^)る よ う に 、最初に 

「天 の 御 柱 」を見立てます。ここで指摘しなければならないのは、この「天 
の 御 柱 」というのは、男 神 と 女 神 が 結 婚 を 行 な う 上 で 、も っ と も重要で、 
しかも、唯一の道具であるということです。現 在 で も 、日本の長野県の諷 
訪市と諷訪郡には、「御柱祭り」があります。これは、六年目ごとに行われ 
る祭り で す 。この祭りの主な行事には、16本の樅の大きな木の伐採があ 
り、す な わ ち 、これらが、御 柱 （おん ば し ら ）です。そ の 他 に は 、御柱の山 
出し、御柱の見立て、火入式、建て御柱などがあります。

この祭りは、二 神 の 創 世 神 話 か ら 発 展 し て 変 化 し て 、次第に形成され 
た 民 間 風 俗 だ と 思 い ま す 。い わ ゆ る 「御 柱 」（オ ン バ シ ラ ）、つまり二神の 
神 話 の 中 に 現 れ る 「天の御柱」（天ノミハシラ）というS y m b o l(シ ン ボ ル ） 
です。

B は、二神創世の第二の要素についてです。
男神のイザナキは女神のイザナミにs e x を求め、そのことによって、国 

土 を 生 むと言っています。これに対して、女神は、この求めに応じたとい 
ってます。そ こ で 、イザナキの提案によって、二 神 は 、「天 の 御 柱 」を廻る 
わけです。ここで、指摘しなければならないのは、二 神 が こ の 「天の御柱」 
を め ぐ っ て 廻 る と い う こ と で す 、これは、二 神 結 婚 の 唯 一 の 具 体 的 な 形  
態です。

C は、二神創世の第三の要素についてです。
こ の 要 素 は 、第 二 の 要 素 で あ る 「天 の 御 柱 」を 廻 る と い う 形 式 を も と  

に、男 神 と 女 神 が そ れ ぞ れ ど ち ら の 方 向 に 廻 る か と い う 問 題 で す 。男神 
の イ ザ ナ キ は 、女 神 の イ ザ ナ ミ に 「なは右より巡り逢へ、あは左より巡り 
逢 は む 」と言いました。このきまりでは、女 神 は 、右のほうから左側に巡 
り、男 神 は 、左 の 方 か ら 右 側 に 廻 っ て い ま す 。ここで、指摘しなければな 
らないのは、s e x を行なう 前 のp ro c e s s にお い て 、女神の位置は右にな
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り、男 神 の 位 置 は 、左にあると い う こ と で す 。しかし、この左と右の概念 
は、現 在 で 言 う左と右の関係とは、まったく逆になっております。つまり 
これは、古 代 中 国 の 「八卦」（ハ ッ ケ ）というものを基に、方向の確定を行 
な っ て い る と い う こ と で す 。い ま の 京 都 市 の 配 置 は 、や は り 、中 国 の 「八 
卦」に あ る 地 理 概 念 を伝承しつづけています。たとえば、京都市の東側を 
「左 京 区 」とい っ て 、つ ま り 東 が 左 で す 。京 都 市 の 西 側 を 「右 京 区 」といっ 
て 、つ ま り 西 が 右 で す 。これらの方向は、皆 、古 い 中 国 の 「八 卦 」に属して 
いる概念と思います。もちろん、「八卦」のなかに現れる方向は、北斗七星 
によって確認されています。

以 上 は 、二神の創世の形態に現れる三要素でした。私 な り の 考 え で は 、 
二 神 の 創 世の形態は、これらの要素が組み合わされたものです。

と こ ろ が 、驚 く こ と に 、日 本 に お け る こ の創世神話にあるこのような 
三 要 素 が 、ほ と ん ど 同 様 に 、中 国 の 神 話 に あ り ま す 。で は 、ここで、引き 
続 い て 、第五の問題をお話しします。第五の 問 題 は 、中国における二神の 
創 世 神 話 と そ の 「三要素」についてです。

古 代 中 国 に お い て 、日本の『古 事 記 』と『日本書紀』のような系統的な神 
話 の 記 録 を と っ た 書 籍 が 形 成 さ れ ま せ ん で し た 。中 国 の 神 話 は 、いろい 
ろ な 文 献 の 中 に 分 散 し て 、記 録 さ れ て い る と い う 形 を と っ て い ま す 。そ 
して、中 国 神 話 が 記 録 さ れ て い る 古 代 文 献 の 形 成 さ れ た 年 代 は 、それぞ 
れ 、た い へ ん 異 な っ て い ま す 。前 後 だ い た い 千 六 百 年 以 上 の 時 間 が 掛 か  
っ て い ま す 。一 般 的 に 言 え ば 、『古 事 記 』と『日本書紀』が形成された八世 
紀 以 前 、中国の神話はすでに、長い道程をへて完成されているのです。

中 国 神 話 の 保 存 は 、表 面 か ら 見 る と 、系 統 の な い神話のように見えま 
す 。しかし、そ の 神 話 が 、形成されていく千六百年間の神話の文献などを 
整 理 し て 見 ま す と 、比較的に完成された、いくつかの神話のS y s te m (シ 
ス テ ム ）を 見 る こ と が で き ま す 。た と え ば 、盤 古 （B S n g fi)の 神 話 の  
s y s te m ということです。この神話は、盤 古 と い う 独 り 神 の 神 話 で 、中国 
の山岳の起源と食物の起源についての神話です。昆 侖 山 （KUnl6nsh如 ）の 
神話のs y s te m ということです。この神話は、中国の人種の起源地の神話 
です0

この中で、私の話題に密接に関係あるものは、「伏羲一女媧（Ftix卜 Nuw
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豆）神 話 」のsys tem です。この神話で、最も根本的な内容は、男神の伏羲と 
女 神 の 女 媧 の 二 人 の 神 が 、大地にお い て 、婚 姻 関 係 を 結 び 、そ う し て 、人 
間 を 創 り 出 し て い く と い う と こ ろ に あ り ま す 。伏羲と女媧という二人の 
神 様 は 、兄弟姉妹の関係でありますが、これは、「記紀神話」における二神 
と 同 じ で す 。これらは、皆 、血 族 群 婚 制 時 代 に あ っ た 神 話 で す 。先 ほ ど 、 
私 が 話 し た よ う に 、もともと、古代中国における「独 り 神 」の神話では、女 
媧 は 女 性 の 神 で は な く て 、無性の神です。神 話 の 発 展にしたがって、この 
「配 偶 者 の 神 話 」では、女媧という神は、無性の神から有性の神になって、 
女性の神になりました。そ し て 、男神の伏羲の妹になりました。

現 在 保 存 さ れ て い る 「伏 羲 と 女 媧 の 神 話 」の 原 典 資 料 は 、文献と文物を 
合 わ せ て 、二 十 点 に 近 い で す 。この中で、主 な 資 料 は 、次 の 通 り で す 。こ 
れらの資料の中で、いくつかを選んでご紹介します。

① 一世紀の漢族の文献『淮南子』（高誘注）：
「女媧、陰 帝 ；佐伏羲治者」（女媧という神は、女性 の 神 で 、伏羲を助け 
て、天下を治める神である）

② 一世紀の漢族の文献『風俗通義』
「女 媧 、伏 羲 之 妹 、禱 神 祇 、置 婚 姻 、合 夫 婦 」（女 媧 は 、伏羲の妹であ 
り、彼女の職務は神の祭ごとを行い、天 下 の 婚姻を支配し、夫婦の結 
びつけを行なう）

③ 七世紀の漢族の文献『独異志』：
「昔 者 宇 宙 初 辟 之 時 、只 有 女 媧 兄 妹 二 人 、在 昆 侖 山 下 、而天下未有人 
民、議以為 夫 妻 。」（遠 い 昔 の 、まだ宇宙ができたばかりのころ、世界 
には、伏羲と女媧という兄弟だけしかいなくて、その二 人 は 、昆侖山 
の ふ も と に 生 活 し て い た 。その当時の世界には二人以外には誰もい 
ないので、二人は相談して夫婦となりました。）

④ 一世紀の漢族の文物である「武梁祠石室の画像石」：
画 像 と は 、つまり石の板 の 上 に 彫 り 込 ま れ た 図 案 で す 。「武梁祠石室 
の画像石」には、伏羲と女 媧 の 創 世 の 状 況 を 見 る こ と が で き ま す 。こ 
の 図 案 の 、左 側 が 男 神 で あ る 伏 羲 を 表 し 、図 案 の 上 半 身 は 人 間 で す  
が 、下 半 身 は 蛇 の 形 を し て い ま す 。そ し て 、右 の 方 向 に 廻 っ て い ま
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す 。図 案 の 右 側 は 、女 神 の 女 媧 を 現 わ し 、そ の 上 半 身 は 同 じ く 、人間 
で す が 、下 半 身 は 、蛇 の 形 を し て い ま す 。そ し て 、女 媧 の ほ う は 、左 
の 方 向 に 廻 っ て い ま す 。こ れ と 同 様 の 像 画 石 は 、中国の宝子山や南 
陽などからも発現されております。

⑤ 中 国 の 吐 魯 番 （T filii枝n) •カ ラ ホ ー ジ ャ で 発 掘 さ れ た “ 伏羲と女媧の 
神 話 ” の帛画です。これは、1912年 、日本の大谷氏第三回の西域探険 
隊のメンバーの吉川小一郎が、中国の吐魯番•カラホージャの古墳群 
を 発 掘 し て 発 見 し た 死 者 の 棺 覆 い に 用 い ら れ た 帛 画 で す 。東 側 は 、 
蛇 身 人 首 の で 伏 羲 、西側は同じ形の女媧です。上 下 に 日 月 、周囲には 
星辰を配列しています。この帛画は、いま、日本の龍谷大学にありま
す 。

⑥ 中 国 の 苗 族 の 古 文 献 の 『盤 王 書 •葫 蘆 嘵 歌 』（PSnwdngshii • Huluxiao 
g e )には、つぎの記載があります：
「天 は 大 雨 を 降 ら し 、人 は 誰 も い な く な っ て し ま っ て 、た だ 、伏羲と 
女 媧 の 兄 弟 二 人 だ け に な っ て し ま い ま し た 。伏羲は女媧と夫婦にな 
る こ と を 欲 し ま す が 、女 媧 は 兄 弟 で あ る た め 、夫婦に な る の を 望 み  
ま せ ん 。しかし、伏 羲 の 求 め を 断 る こ と も で き ず 困 り ま し た 。そこ 
で 、一 案 を こ う じ て 、伏 羲 に こ う 言 い ま す 『もし、あなたが私に追い 
つ く こ と が 出 来 た ら 、夫 婦 に な り ま し ょ う 。』そ う い い 終 わ る と 、女 
媧 は 大 き な 木 の 廻 り を 走 り 出 し 、伏 羲 は そ れ を 追 い か け ま す 。しか 
し、伏羲はどうしても女媧に追いつくことができません。そ こ で 、伏 
羲 も 一 案 を こ う じ て 、廻 っ て い た 方 向 に 逆 に 走 り 、女媧を前から捕 
え 、女 媧 は 伏 羲 の 胸 に 抱 え ら れ ま す 。」これは、中国の苗族の創世神 
話 で す 。苗 族 は 、中国における少数民族の一つです。彼らは居住区域 
を 申 し 上 げ ま す と 、中国の湖南省、貴 州 省 、広 西 省 、それから雲南省 
な ど に 広 が っ て い ま す 。創 世 神 話 の 内 容 を 考 察 す る と 、苗族のほか 
に 中 国 の 瑤族と彝族及び壯族の神話に「伏羲 と 女 媧 の 神 話 」もありま 
す 。これらの神話のあらすじも苗族の神話とまったく同じです。

以 上 は 、中 国 に お け る 「伏 羲 と 女 蝸 の 創 世 神 話 」についての主な資料で 
した。これらの資料から次のように創世の要素を整理しました。
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第 一 に 、苗 族 と 瑤 族 と 彝 族 及 び 壯 族 な ど に お け る 「伏 羲 と 女 媧 の 神 話 」 
か ら 見 れ ば 、男神と女神は結婚した際、二 神 は 「大きな木」を廻りました。 
この 神 話 で 「大きな木」というのは、際立った特徴で、これは、二神結婚の 
時の 唯 一 の 道 具 で す 。日本の様子によく似ていて、現 在 で も 、中国の民間 
の風俗の中にも、この「伏羲と女媧の神話」の跡が、まだ、いくつか残って 
い ま す 。以 下 は 、九 十 年 代 に お け る 苗 族 の 「花 取 り 祭 り 」についての調査 
報 告 で す 。台 湾 の 『聯 合 報 』（『聯合新聞』）のジャーナリストによって報道 
されました。

「苗族の春節、つまり旧暦の一月二日から「採花節」が行われるという 
ことです。い わ ゆ る 「採 花 節 」とは、つ ま り 「花 取 り 祭 り 」という意味 
で す 。この祭りにおける主な行事は、「踩 花 山 」で す 。い わ ゆ る 「踩花

- 山 」とは、「花 の 山 の 登 り 」という意味です。こ の 日 に 、苗 族 全 体 が 、 
にぎやかになり、老若男女は、広 場 に 作 ら れ た 「花の山」へと 集 ま り 、 
祭 り の 広 場 に は 、高 い 花 の 塔 が 何 本 か 立 て ら れ て い ま す 。これらの 
立 て ら れ た 「高 い 花 の 塔 」こそ、「花の山」で す 。「花 の 塔 」は、30 メー 
ト ル 以 上 も あ る 杉の木を剥いで作ったものですが、その一番上のと 
ころだけに杉の緑の部分を残し、広 場 の 中央に立てます。そ し て 、行 
事 の 始 ま り は 、まず、何人かの若者が、その杉の塔である竿登りを披 
露 し ま す 。そ う し て 、苗 族 の 楽 器 で あ る 「笙 」（ショウ）という楽器が 
鳴り響くと、若い男女は、そ の 「花の山」、つ ま り 「花の塔」を巡りなが 
ら、「笙 の 舞 」というD ance  (ダ ン ス ）を踊り ま す 。そ し て 、何回か廻 
ると、一 対 一 対 の 踊 り と な り 、同時にお互いに歌を歌い合うという 
「対 歌 」（ツイカ）も行われます。こうして、この祭りは、苗族の若者た 
ちの恋愛の場となっています。」

(1 992年2 月 1 4 日『聯合報』）

199 3 年 二 月 、私 は 苗 族 の 「花 取 り 祭 り 」を 訪 問 し ま し た 。村の広場に 
は、一 本 の 竿 を 立 て ま す 。数 人 の 若 者 が こ の 竿 を 登 り 、人々は、この竿を 
囲 ん で 喚 声 を あ げ て 応 援 し ま す 。こ う い う 祭 り の 中 で 、もっとも注目さ 
れ る も の は 、ま さ に 高 い 花 の 塔 、つまり花 の 山 で は な い だ ろ う か と 思 い
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ま す 。こ の 花 の 山 が 、昔 昔 の 「伏 羲 と 女 媧 の 創 世 神 話 」に あ っ た 「大きな 
木 」か ら 変 化 し て き た も の だ と い う こ と は 疑 い な い と 思 い ま す 。ですか 
ら、“ 大 き な 木 ” とか、「花の山」とか、これらは、イザナキとイザナミとい 
う 二 人 の 神 様 の 創 世 神 話 に あ っ た 「天の御柱」とか、「国 の 柱 」とかと同じ 
で 、中 国 の 「伏 羲 と 女 媧 の 創 世 神 話 」で も 、創世の第一の要素となってい 
ます。

第 二 は 、中 国 に お け る 「伏 羲 と 女 媧 の 創 世 神 話 」のもつ創世の第二の要 
素は、伏羲と女媧の結婚の際、「大きな木」を巡って廻り、男神が女神を追 
い か け る と い う 場 面 が 、そ の 後 の 民 俗 の 中 に も 伝 わ っ て 保 存 さ れ 、それ 
が 、い ま で も 若 い 男 女 が 「花の 山 」の廻りを廻りながら、歌 い 踊 っ て 、それ 
ぞ れ の 情 愛 を 表 す 風 俗 に な っ て い る と い う こ と で す 。漢民族の石像画の 
中には、男 神 が 女神を追いかけるという場面がありませんが、けれども、 
二 神 の 蛇 の 尾 が 「ヒネッテアウ」という場面があります。文化学の視角か 
ら考察しますと、その意義も同じだとおもいます。

第 三 に 、「伏 羲 と 女 媧 の 創 世 神 話 」が も つ 創 世 の 第 三 の 要 素 は 、紀元一 
世 紀 頃 の 漢 民 族 の 石 像 画 を 見 ま す と 、男 神 と 女 神 と い う 二 つ の 神 様 は 、 
自 分 自 身 の 蛇 の 尾 を ひ ね っ て い る 「方 位 」、つ ま り 廻 っ て い る 方 向 は 、男 
神 が 、蛇の尾を左のほうから右の方向へひねって、女 神 が 、蛇の尾を右の 
ほ う か ら 左 の 方 向 へ ひ ね っ て い る と い う こ と で す 。こ の 神 話 で も 、創世 
に つ い て の 「方位」は、イザナキとイザナミの「方位」と一致しています。

以 上 は 、中 国 の 「伏 羲 と 女 媧 の 創 世 神 話 」が も つ 創 世 の 三 要 素 で す 。こ 
れ は 、日本の二神の創世神話の中に現れる三要素とほとんど一致してお 
ります。この意味から言えば、イ ザ ナ キ とイザナミの創世の形態は、中国 
の 「伏 羲 と 女 媧 の 神 話 」に表現された形態にとても近いと言うことができ 
ます。もち ろ ん 、逆に 言 え ば 、伏 羲 と 女 媧 の 創 世 の 形 態 は 、日本のイザナ 
キとイザナミの神話に表現された形態にとても近いと言えます。

で は 、日本の神話と中国の神話の間には、いったい、どんな関係がある 
の で し ょ う か 。しかし、この問題に答える前に、もう一つの問題に答えな 
け れ ば な ら な い か も し れ ま せ ん 。これは、中日の神話の中に現れている 
似 通 っ た 創 世 の 形 態 は 、い っ た い 、どんな意義を持っているかという問 
題 で す 。ここで、引き続 い て 、第 六 の 問 題 を お 話 し ま す 。この問題は、文
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化 学 に お け る 創 世 の 三 要 素 の 意 羲 に つ い て で す 。中日の神話の中に現れ 
ている似通った創世の三要素は、文化学において、いったい、どんな意味 
を持っているか。ここで、それを少々説明しようと思います。

( A ) ま ず 「天の御柱」とか、「国中の柱」とか、「大 き な 木 」とか、「高い花 
の塔」などについてお話しします。

人 類 の 神 話 は 、象徴 つ ま りs y m b o l(シ ン ボ ル ）の蓄積であると言うこ 
とができます。そ し て 、またその象徴は、実 物 形 態 を 符 号 化 し た も の 、つ 
ま り こ れ を 反 対 か ら 言 い ま す と 、その符号は実物形態を代表しているも 
の で あ る と 言 う こ と が で き ま す 。日本のイザナギとイザナミの神話にお 
け る 「天の御柱」と「国中の柱」、あるいは、中国の伏義•女鍋の神話におけ' 
る 「大 き な 木 」と「高い 花 の 塔 」などは、いずれも一種のs y m b o lでありま 
す 。中 西 進 教授がすでに何回となくご指摘されているように、これは「生 
命の木」です。そして、世界の普遍性をもっています。この見方は、まった 
く正しいと思います。「生命の木」そのものは、あるs y m b o lで す 。さらに 
押 し す す め て 、そ の 象 微 的 な 意 味 を 考 察 し て 見 ま す と 、この「生 命 の 木 」 
は 「性 」のs y m b o lであります。言い換えますと、そ れ は 、男性の生殖器で 
ある実物形態を符号化したものであると言うことができます。

人 類 の 認 識 に は 、それなりの発展の過程があることは言うまでもあり 
ま せ ん 。も っ と も 古 い 原 始 の 時 代 、人 類 は 自身の生殖能力は女性にある 
も の と 考 え て お り ま し た 。そ の 時 代 の 神 話 は 、人類は一人 の 身 体 か ら 分  
裂 、あ る い は 、そ の 身 体 が 小 さ く 分 か れ て 形 成 さ れ た も の で あ る と い う  
よ う に 表 現 さ れ て お り ま す 。これらは、皆 、女 性 の 「産 児 」のs y m b o lで 
す 。しかし、人類の認識が進歩することによって、男子との性の関係を通 
さ ず 、女 子 だ け で は 子 供 を 生 む こ と は 、不可能であることがわかるよう 
になっていきます。そう し て 、今 度 は 、逆に男子が新しい生命を創造する 
根 本 で あ る と い う よ う に 考 え る よ う に な っ て い き ま し た 。紀元前五世紀 
頃 、ギリシャの有名な哲学者A n a x a g o ra s  (ア ナ ク サ ゴ ラ ス ）は、萬物の 
根 元 は sperm a  (ス ペ ル マ ）で あ る 、つ ま り 「種 子 」であるという学説を立 
て ま す 。この学 説 で は 、人 は 完 全 に 男 子 の 「種 子 」によって創造されるも 
の で あ っ て 、女 子 は 、そ の 創 造 の 場 所 を 提 供 し う る だ け に す ぎ な い も の  
で あ る と 言 っ て い ま す 。このことから、ギリシャのA n a x a g o ra s は当時
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に お い て 万 物 は す べ て 「種子」によってつくられていたと考えていたこと 
がわか り ま す 。

そ う し て 、無 性 生 殖 の 神 話 時 代 か ら 、男 子 に よ る 「種 子 」の時代へと人 
類 の 認 識 が 移 り 変 り ま し た 。こ の こ と に よ っ て 、男 子 の 生 殖 器 は 「人」を 
創造する権威的力として象徴されるようになっていき、か つ 、そ れ は 、す 
ベ て を 創 造 す る も の で あ る 、生命の起源であるというように象徴されて 
い き ま す 。こ う し た 意 義 を 踏 ま え な が ら 、日中両国の神話の中に現れる 
「天 の 御 柱 」とか、「国中 の 柱 」とか、「大 き な 木 」とか、「高 い 花 の 塔 」など 
を 見 て いきますと、ここにも、そうしたs y m b o lを見ることができます。 
そ れ は 、本 質 的 に は 男 子 の 生 殖 器 の 崇 拝 と い う 形 で 表 現 さ れ 、そこには 
「生 命 は ここより始まる」という深い意義が示されていたことではないか 
と 思 う わ け で あ り ま す 。い ま で も 、東 京 の 京 橋 に 「親 柱 」と呼ばれる石柱 
が 保 存 さ れ て い ま す 。考 古 学 で は 、このよ う な 「親 柱 」を 「陶 祖 」と呼びま 
す 。い わ ゆ る 「陶祖」とは、つまりK a o lin  (カ オ リ ン ）あるいは石でつくら 
れた人類のオヤと い う 意 味 で す 。ここで、オヤとは、明らかに男子の生殖 
器 の s y m b o lという意味です。これらの造形はヨーロッパとかアジアと 
かではたく さ ん あ り ま す 。1994年 の 八 月 、私は愛知県にある県神社を訪 
問 し た こ と が あ り ま す 。この神社には男子の生殖器の造形がたくさん保 
存 さ れ て い ま す 。これは男子の生命力への崇拝という日本民族の心理状 
態を示しているということが言えます。そうした心理の物的表現です。

こ れ ら の 資 料 と の 比 較 を 考 え 合 わ せ る と 、日本と中国の神話における 
第 一 の 要 素 、つ ま り 「天 の 御 柱 」とか「大 き な 木 」な ど 、そこに含まれてい 
る 意 義 も 自 然 理 解 で き て く る の で は な い か と 思 い ま す 。いわゆる男神と 
女 神 の 結 婚 の 道 具 と い う も の は 、「生 命 の 力 」の シ ン ボ ル の 表 示 で あ り 、 
「生命の力」の物的表現であるということができます。

で は 、次 は s y m b o lで あ る 「柱 」などをめぐって廻るということについ 
てお話ししましょう。つ ま り （B )第二の創世の要素についてです。

日中両国の神話には、いずれも男神と女神が結婚する際、s y m b o lをめ 
ぐ っ て 廻 る と い う 形 を と っ て お り ま す 。これは、廻るという行為そのも 
の も あ る 種 の 象 徴 的 意 義 を も っ て い る こ と を 現 し て お り ま す 。このこと 
は、中 国 の 紀 元一世紀頃の石画像を見ていただければおわかりになると
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思 い ま す 。中 国 の 武 梁 嗣 の 画 像 石 と か 宝 子 山 の 画 像 石 と か 、それから吐 
魯 蕃 •カ ラ ホ ー ジ ャ の 帛 画 な ど の 図 案 に は 、い ず れ も 共 通 し た も の を 、そ 
こ に 見 る こ と が で き ま す 。つ ま り そ れ ら の 図 案 の 男 神 の 下 半 身 の 部 分  
は、左から右のほうへ、女神のほうは、逆に右から左のほうへ、相 互 に 「ひ 
ねる」ような形で描かれているということです。こうした「ひねった」よう 
な 形 態 の 中 に 、「廻 る 」と い う ほ ん と う の 意 義 が 含 ま れ て お り ま す 。いわ 
ゆ る 「ひ ね っ た 」形 態 と い う の は 、そ の 相 互 の 下 半 身 が ひ と つ 、一体にな 
っ て い る こ と を 表 し 、そうした形態を通して生命が創られることをあら 
わ し て お り ま す 。これは創世神話の法則にかなった形態であると言うこ 
とができます。

もちろん、「廻 る 」という形態は、そ の ほ か に も 、愉 快 な 情 緒 、あるいは 
う れ し い 気 持 ち を あ ら わ し て い る と い う こ と も 言 え ま す 。今 で も 、映画 
の中で、男女が恋愛関係にあることを、女 性 が 先に駆け、それを男性が追 
い か け て 戯 れ て い る と い っ た 場 面 で 表 し ま す が 、これも古代神話が残し 
た潜在意識の表れかもしれません。

第 三 と し て 、（C )男神が左側で、女 神 が 右 側 と い う 「位 置 」の問題につい 
て お 話 し し ま し よ う 。つ ま り 創 世 の 第 三 の 要 素 に つ い て の こ と で す 。こ 
れ は 、生命の創造についての男神 と 女 神 の 体 位 を 現 し た も の で あ る と 言  
うことができます。で は 、こういう体位は、いったいどんな意味を持って 
いるでしようか。

六 世 紀 頃 、つ ま り 『古 事 記 』と『日本書紀』が 書 か れ る 二 世 紀 前 、中国の 
六 朝 時 代 に な り ま す が 、『洞 玄 子 』という不老不死に関する道教の著作が 
書 か れ て い ま す 。『洞 玄 子 』は 女 性 と 特 定 の セ ッ ク ス を 通 し て 、不老不死 
と い う 目 標 を 実 現 さ せ る こ と を 主 張 し た も の で あ り ま す 。で す か ら 、こ 
の著作をp o rn o g ra p h y  (ポ ル ノ グ ラ フ ィ ）とか、好色文学とか称してい 
る学者もいます。現 在 、『洞玄子』のもっとも完全なテキストは、中国には 
な く て 、か え っ て 、日本にあります。十 世 紀 頃 、日本の丹波康頼によって 
編 纂 さ れ て い る 『医 心 方 』の中にこの テ キ ス ト が 保 存 さ れ て い ま す 。この 
著 作 は 、男 女 の 「性 の 営 み 」における 位 置 、つまり体位の問題にふれてお 
ります。
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1、 「凡初交会之時、男坐女左、女坐男右。」
(お よ そ 初 夜 の 時 、男は女の左側にすわるべく、女は男の右側にす 
わるべし。）

2 、 「男左輔而女右廻、男下衝、女上接。」
(男は左のほうから廻り、女は右のほうからまわるべし。男は下へ 
突 き 、女は上をむいて受くべし。）

3 、 「以此会合、乃謂天平地成矣。」
(し か れ ば 、天平地成る。）

「天 平 地 成 」とは、つ ま り 天 下 大 安 と い う 意 味 で す 。このことばの原典 
は、中 国 の も っ と も 古 い 文 献 『尚書』の 中 に あ り ま す 。原 文 は 「地 平 天 成 」 
です。この『洞玄子』の記載を 日 本 の 「二神の創世神話」とか、中 国 の 「伏義 
と女禍の神話」などと比較して見ますと、この体位について完全一致して 
います。これはとてもおもしろいと思います。

で は 、男女のセックスの体位について、『洞玄子』という著作は、どうし 
て こ の よ う な き ま り を 書 い た の で し よ う か 。もとは、これは古代中国人 
に お け る 天 体 運 動 の 概 念 と か か わ っ て い る と 思 い ま す 。古代中国人は北 
斗 七 星 を 中 心 に し て 、天 体 運 動 の 方 向 を 決 め ま し た 。北 は 下 で 、南 が 上 、 
そ し て 東 が 左 で 、西は右でした。い わ ゆ る 「八卦」の方位は、このようにし 
て決 め ら れ ま し た 。古代中国人は、太陽は東のほう か ら 西 の ほ う へ 、つま 
り 左 の ほ う か ら 右 の ほ う に 動 い て い る と い う よ う に 考 え て お り ま し た 。 
そ し て 、夜 に な っ て 、沈んだ太陽は、その夜のうちに地下の土の下を通っ 
て 、ま た 東 の ほ う へ と 運 ば れ て い く も の と 考 え て お り ま し た 。こうした 
天 体 運 動 を も と に し て 、「天」は 左 の ほ う か ら 右 の ほ う へ 、「地 」は右のほ 
う か ら 左 の ほ う へ と い う よ う な 概 念 が 生 れ て き た も の と 思 わ れ ま す 。こ 
れ は 『洞 玄 子 』に 記 載 さ れ る 「天 左 轉 而 地 右 廻 」（天は左のほうから廻って 
地 は 右 の ほ う か ら 廻 る ）ということです。そうすれば、「春 夏 謝 而 秋 冬 襲 」 
(春 と 夏 が す ぎ て 秋 と 冬 が 来 る ）。つ ま り そ う す れ ば 、一年中に四つの季 
節 が あ り 、四 季 の 変 化 も 順 調 な の で す 。こうしたことを考え合わせます 
と、男 神 が 左 の ほ う か ら 右 の ほ う へ と 廻 っ た と い う こ と は 、いわゆる 
「天」というものが東のほうから西のほうへ移動するという運動概念と一
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致 し 、また、女神が右のほうから左のほうへと廻ったということも、地下 
を通って西のほうから東のほうへと移動する運動概念と一致しているこ 
と が わ か り ま す 。こ う し た 概 念 の 中 に 示 さ れ て い る 男 性 と は 、言うまで 
も な く 、「天」で あ り 、女 性 と は 「地 」で あ り ま す 。「天 」は 「上 」ということ 
になり、「地」は 「下」ということになります。これは、男尊女卑の観念でし 
上う。

4 、 「男唱而女和、上為而下従。」
)男 が と な え 、女 が 同 調 す べ し 。上 の 者 が 行 い 、下の者が従うベ

し。*
5、 「此物之常理也。」

)こ れ は 、萬物の常理なり。）

実 際 、こ の よ う な 文 字 の 中 に 現 れ て い る の は 、注 目 す べ き 倫 理 学 の 範  
疇 で す 。この範疇は、明 ら か に 東 ア ジ ア 文 化 に 属 し て い る も の だ ろ う と  
思 い ま す 。驚く こ と に 、人文的な観点から見れば、日本の二神の創世神話 
に は 、このような男尊女卑という倫理的なイデオロギーがすくなからず 
隠 さ れ て い る と 思 い ま す 。こ の 文 化 現 象 と 言 う と 、これは古代中国文化 
と密接にかかわっていると思います。

第 七 の 問 題 は 、二神の創世神話におけ る 倫 理 学 の 観 念 及 び 古 代 中 国 文  
化 と の か か わ り に つ い て で す 。先 に 挙 げ た 二 神 の 「体 位 」の ほ か に 、ここ 
で 、この神話の中の二神による世界創造の時の挿話、つまりep isode  )エ 
ピソード）を見ることにしましよう。

男 神 と 女 神 が 「天の 御 柱 」を め ぐ っ て 廻 る という場面ですが、ともすれ 
ば 、見 過 ご し そ う に な る と こ ろ で す 。女 神 の イ ザ ナ ミ は 、先 に 「あなにや 
しえ、をとこを」と言い、あとで、男 神 の イ ザ ナ ギ は 「あなにや し え 、をと 
めを」と言いました。こうして、二神は夫婦となりますが、その後、イザナ 
ミ は 「姪 児 」と い う 奇 形 児 を 生 み ま す 。二 神 は 困 り は て て 、このことにつ 
いて天つ神に教 え を 乞 い ま す 。天つ神は、「女の先に言へるに因りて良か 
らず、ま た 還 り 降 り て 改 め 言 へ 」と言います。そ う し て 、二神は再び戻っ 
て 、今 度 は 、男 神 が 先 に 唱 え る と 次 に 女 神 が 言 い ま す 。こうして、正常な
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分 娩 が 行 わ れ 、日本の国土を創造しました。
このe p is o d e にはたいへん重要な一つの観念が示されていると言うこ

とができます。つまりそれは、人間の本能が働くとき、女性の愛欲という 
も の が 、先 に 働 く な ら ば 、必 ず そ れ は 失 敗 を も た ら す だ ろ う と い う こ と  
で す 。逆 に 、男 性 の 愛 欲 が 女 性 に 先 ん じ て 働 き 、女 性 が そ れ に 付 随 す る 、 
あるいは、呼応するという形をとってのみ、生命の創造は、はじめて順調 
に 行 わ れ る と い う こ と を 示 し て い ま す 。こ こ で 現 れ て い る 観 点 は 、先ほ 
ど 話 し た 二 神 の 体 位 と 同 じ で 、厳 格 な 社 会 倫 理 学 の 範 疇 に 含 ま れ 、厳格 
な m o ra l (モ ラ ル ）の 問 題 に も つ な が っ て い き ま す 。つ ま り 世 界 の 万 物  
は、男 性 が 先 に 言 い だ し 、女 性 が そ れに従うという法則によってのみ、は 
じめて社会の維持が正常に行われるのだということを表しているという 
ようにも言えます。言うまでもなく、このことは、「男性中心集権」という 
ものを表しています。

一 般 的 に 言 っ て 、いかなる観念もすベて一定の社会的関係と経済的関 
係 と を 反 映 し て い ま す 。日 本 の 創 世神話に現れている「男 性 中 心 集 権 」と 
い う 観 念 を 考 察 し て い き ま す と 、日本の当時の社会的関係を直接に反映 
し た も の と 見 な す こ と は で き な い と 思 い ま す 。私の手元にあるいくつか 
の資料でこの問題を説明できるかもしれません。

第 一 は 、三世紀の中国の文献の『三 国 志 •魏 志 •倭 人 伝 』で す 。これは、全 
世 界 に お け る 古 代 日 本 の 原 始 的 な 国 家 に つ い て の 記 録 の 最 初 で す 。この 
『倭 人 伝 』に よ っ て 、当 時 の 日 本 列 島 に お け る も っ と も 発 達 し た 国 家 は 、 
「や ま と 」で す が 、しかし、その時、その国家を支配していた最高のトップ 
は 、女 性 で し た 。こ の 女 王 の 名 前 は 「卑 弥 呼 」（ひ め こ ）で し た 。このこと 
は、当時、日本社会がまた、女性権力の時代にあったことを証明していま 
す 。

第 二 は 、『万 葉 集 』に あ る 性 の風俗についての資料です。た と え ば 、『万 
葉 集 』巻 九 に は 「耀 歌 会 」という長歌があります。この和歌は、生彩と情熱 
あふれる雰囲気にみちています。この和歌がつぎのとおりです。

「鷲 の 住 む 筑 波 の 山 の 裳 羽 服 律 の そ の 津 の 上 に 率 ひ て 未 通 女  
壮 士 の 行 き 集 ひ か が ふ 耀 歌 に 人 妻 に 吾 も 交 は ら む あ が 妻 に
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他 も 言 問 へ こ の 山 を 領 く 神 の 昔 よ り 禁 め ぬ 行 事 ぞ 今 日 の み  
は め ぐ し も な 見 そ 言 も 普 む な 」

これらの耀歌会を考察すれば、す く な く と も 、七 、八 世 紀 頃 ま で 、日本 
の民間では性に関する自由度がかなり高かったようです。

第 三 は 、『源 氏 物 語 』に保存されている日本の中古時代における婚姻形 
態についての資料です。『源氏物語』から見れば、十 一 世紀頃に至っても、 
日本 社 会 に 、ま だ 「不 落 夫 家 」と い う 婚 姻 形 態 が 存 在 し ま し た 。いわゆる 
「不 落 夫 家 」というのは、結 婚 し て も 、女性 が や は り 男 性 の 家 に 住 ま な い  
ことです。男 性 に し て も 、女性にしても、自由に「性 」を 営 ん でいました。 
これは、対偶婚制の遺物の一つです。また、完成 さ れ た 一 夫 一 婦 婚制と言 
えません。中国における若干の少数民族の中には、四十年前頃まで、この 
ような婚姻形態がずっと存在していました。

第 四 は 、現在でも、日本の民間には、や は り 残 さ れ て い る 「姫の宝」など 
へ の 崇 拝 の 心 理 で す 。私 は 、愛 知 県 の 田 県 神 社 を 訪 問 し た こ と が あ り ま  
す 。こ の 神 社 に は 現 在 保 存 さ れ て い る も っ と も 一 番 な も の が 、「姫 の 宝 」 
で す 。この「姫 の 宝 」が 、つ ま り よ く 似 せ て 作 ら れ た 女 性 の 生 殖 器 の 模 型  
で す 。これは、無 事 出 産 と か 、家内安 全 と か 、招財進賓などの作用をもつ 
そ う で す 。ほかに、熊 野 に 有 名 な 「花の唐」があります。熊野の古来の神名 
は 「牟 須 美 」（むすめ）といわれるようです。「牟 須 美 」（むすめ）とは、つま 
り 女 神 と い う 意 味 で す 。こ の 「花 の 窟 」は 、ま さ に こ の 女 神 の 女 陰 の  
s y m b o lと 言 わ れ て い ま す 。地 元 の 人 び と は 、古 代 以 来 、ず っ と こ の  
s y m b o lに祭礼の儀式を行っています。現在に至っても、なお保存されて 
いるこれらの模型とs y m b o lは、日本の民間にずっと女陰、つまり女性へ 
の潜在的な崇拝心理が存在していることを説明しています。

以 上 の 資 料 か ら 綜 合 的 に 考 察 す れ ば 、六世紀から八世紀にかけての日 
本 社 会 で は 、女 性 の 愛欲というものを否定した倫理観念はないと思いま 
す 。か え っ て 、中国の社会では、このようなs y m b o lと模型などを見る可 
能 性 は 、絶 対 に な い と 思 い ま す 。古 代 中 国 で は 、紀 元 前 五 世 紀 か ら 、とく 
に 孔 子 を ト ッ プ と し た 儒 学 が 形 成 さ れ て 以 来 、女性に圧迫をくわえるこ 
とは、封 建 時 代 に お け る 社 会 倫 理 学 の 主 な 内 容 の ひ と つ に な り ま し た 。
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紀 元 前 三 世 紀 頃 、中 国 社 会 は 統 一 国 家 が 形 成 さ れ 、封 建 制 度 は大きな発 
展 を と げ て お り 、す で に 「父 権 」制 度 は 、中国社会における重要なイデオ 
ロギーの形態をとっております。そ し て 、一 世 紀 頃 に 書 か れ て い る 『関尹 
子 』と い う 著 作 に 、初 め て 「夫 唱 婦 随 」（主 人 が 唱 え 、家内がそれに従うベ 
し）ということが明確に述べられます。これは、中国社会における男子と 
女子の関係の基本原則となります。

ところが、驚 く こ と に 、日本の二神の神話の中には、つぎの文字があり 
ます。 A 男神のイザナギと女神のイザナミは、天の御柱をめぐって廻る 

際、イザナギはイザナミに「女先に言える良から.ず」と言いまし
た。

B そ れ か ら 、二 神 は 、天つ神に教えを乞いました。天 つ 神 は 「女先に言え 
る因りて良からず」と言いました。

こ れ ら の 対 話 に 、私 た ち は 中 国 封 建 時 代 か ら 来 た 声 を 聞 く よ う で す 。 
男 神 の イ ザ ナ ギ と こ の 天 つ 神 に 表 さ れ た 観 念 は 、ま っ た く 中 国 の 「夫権」 
制度に属するイデオロギーです。彼らの 話 し た こ と は 、実 際 、まさに中国 
の 『関 尹 子 』の話したことです。これは、注目する値する文化現象です。こ 
の こ と は 、中国文化の要素が日本の神話に深く浸透したことを表してい 
ます。そ し て 、これらの要素が神話のp lo t  (プ ロ ッ ト ）となって表れてい 
ます。文 化 の 影 響 で 、もっとも深いものは、まさに観念の浸透だと言える 
で し ょ う 。こ の 視 角 か ら 見 れ ば 、日本の二神の神 話 に お け る 創 世 の 形 態  
に、中国文化の要素が融合されていたと言うことができます。です か ら 、 
「記 紀 神 話 」の二神に よ る 世 界 創 造 の 伝 説 は 、日本の原始的な本来の神話 
で は な く て 、そ れ は 、「新 神 話 」と か 「変 異 体 神 話 」であると言えるかもし 
れ ま せ ん 。い わ ゆ る 「新 神 話 」、「変 異 体 神 話 」とは、原始的な神話と違っ 
て 、多元の要素が合成された神話という意味です。そ の 基 本 的 な 特 徴 は 、 
日 本 の 本 来 の 神 話 を 母 胎 に し て 、さ ら に 東 ア ジ ア 文 化 、おもに中国の文 
化 の 流 れ を 要 素 と し て く わ え 、そ れ か ら 、相 互 に 融 合 し て 形 成 さ れ て い  
ったものと言うことができます。

こ れ は 、日 本 文 化 が も つ 融 合 性 で す 。こ の 融 合 性 は 、日 本 神 話 の  
s y s te m における最初の二神の創世形態から始まっています。もちろん、 
記 紀 神 話 の 全 体 か ら 考 察 す れ ば 、こ の よ う な 融 合 性 は 、この二神の創世
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神 話 に あ る ば か り で は な く 、記紀神話のいろいろな面に見られると思い 
ます。たとえば、混沌に関する概念や、to te m (トーテム）崇 拝 K 関する心 
理 や 、一人の神の創世に関する形態などがあります。そのほ か に 、このよ 
うな融合性は、朝鮮半島の文化とのかかわりをもあらわしています。

〈付記〉
美 し い 京 都 は 、日 本 人 の 心 の ふ る さ と で す 。私 は 、京 都 を 訪 問 す る ご と に 、 
こ の 町 の も つ 長 い 歴 史 の 中 で つ ち か わ れ た 伝 統 と 文 化 の 豊 か さ に 心 か ら 感  
動しま し た 。
19 8 9 年 に は 、佛 教 大 学 と 吉 田 富 夫 先 生 の ご 好 意 に よ っ て 、客 員 教 授として 
お 邪 魔 し ま し た 。大 学 の 中 の 濃 厚 な 人 文 的 精 神 は 、私の研究に多くの教えと 
啓 示 を あ た え ま し た 。今 後 も ま た 、佛 教 大 学 か ら 更 に 多 く 啓 発 さ れ る も の が  
あ ればと思っております。
「記 紀 神 話 」の 研 究 に つ い て は 、す で に 多 く の 研 究 が な さ れ 、ま た 、多くの業 
績 が あ が っ て い ま す 。興 味 が ございましたら、次 の 著 作 を ご 参 考 く だ さ い 。

① 津 田 左 右 吉 著 『古 事 記 及 日 本 書 紀 の 研 究 』（東 京 ）岩 波 書 店 刊 、1 9 2 4 年 
版 。

② 上山春 平 著 『記紀神話の政治的背景』（東京）中 央公論社刊、1 9 7 5 年 版 。
③ 広 畑 輔 雄 著 『記 紀 神 話 の 研 究 ：そ の 成 立 に お け る 中 国 思 想 の 役 割 』（東 

京 ）風 間書房刊、1977年版。
④ 中 西 進 著 『古 事 記 を よ む 』（四 巻 ）（東 京 ）角 川 書 店 刊 、 1985 — 1 9 8 6 年 

版 。
第 一 巻 『天つ神の世界』；
第 二 卷 『天降った神々』
第 三卷『大和の大王たち』；
第 四 卷 『河内王家の伝承』

⑤ 中西進編『古 代 の 祭 式 と 思 想 ：東 ア ジ ア の 中 の 日 本 』（東 京 ）角 川 書 店 刊 、 
1991年版。

⑥ 中 西 進 著 『神 話 力 ：日 本 神 話 を 創 造 す る も の 』（東 京 ）桜 楓 社 刊 、1 9 9 1 年 
版。
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